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稚内(NICT)→潮岬(京⼤)の電波の反射で
能登半島沖上空の電離層の様⼦が解る。





地震発⽣(16:10)直前13:30 (2時間40分前)

周波数 1MHzー30MHz

⾼
さ

異常
(線形スロープ)



地震発⽣(16:10)直前14:30 (1時間40分前)

周波数 1MHzー30MHz

⾼
さ

異常
(⼆重化した
歪曲した層
の出現)



2011年3⽉11⽇の東北沖地震の⼀時間前から電⼦の
上下の⼤移動(2重構造)が読み取れる。(稚内ー国分寺)

2011年3⽉11⽇の
⽇本時間13:45(04:45 UTC)
(⼤地震発⽣前1時間)
斜め線形構造(2重)
=2024年1⽉1⽇⽯川県
能登地震発⽣前の斜め
線形構造(2重)と同じ異常



2023年5⽉5⽇
能登地震発⽣直前(13:15)-1時間27分前



イオノグラム観測(稚内→潮岬)から解ったこと
ー2023年5⽉5⽇能登地震と2024年1⽉1⽯川県
能登地震ー

u 2023年5⽉5⽇能登地震直前(13:15-14:30)ー2011年3⽉11⽇東北沖地震発⽣直前の. 
イオノグラム(稚内→国分寺)の様に、イオノグラムが2重線となり、電⼦数密度が⾼い
⾼度から電⼦がより低い⾼度に移動する様な電⼦の2重の層構造を反映する様⼦が
観測された。

u
2024年1⽉1⽇能登地震直前(14:30)ー2011年3⽉11⽇東北沖地震発⽣直前の. 
イオノグラム(稚内→国分寺)の様に、イオノグラムが2重線となり、電⼦数密度が⾼い
⾼度から電⼦がより低い⾼度に移動する様な電⼦の2重の層構造を反映する様⼦が
観測された。(全く同じ異常が約1時間３０分前に出ていた。)


